
株式会社遠鉄トラベル

貸借対照表
平成26年3月31日現在

科 目 金 額 科 目 金 額

資 産 の 部 負 債 の 部

円 円

【 流 動 資 産 】 【647,836,187】 【 流 動 負 債 】 【546,300,591】

現 金 及 び 預 金 175,046,211 未 払 金 61,203,523

未 収 金 122,706,073 未 払 費 用 4,918,210

未 収 収 益 3,132 未 払 消 費 税 等 3,374,399

預 け 金 325,000,000 未 払 法 人 税 等 6,090,006

貯 蔵 品 618,134 預 り 金 373,534,396

前 払 費 用 7,352,262 前 受 金 91,935,000

繰 延 税 金 資 産 14,008,415 前 受 収 益 2,220,790

そ の 他 6,077,960 そ の 他 3,024,267

貸 倒 引 当 金 △ 2,976,000

【 固 定 負 債 】 【223,357,432】

【 固 定 資 産 】 【360,176,167】 退 職 給 付 引 当 金 216,761,036

（ 有 形 固 定 資 産 ） （9,839,556） 役員退職慰労引当金 2,100,000

建 物 2,905,005 資 産 除 去 債 務 4,496,396

建 物 附 属 設 備 4,510,157

工 具 器 具 備 品 2,424,394 負 債 合 計 769,658,023

純 資 産 の 部

（ 無 形 固 定 資 産 ） (30,801,817) 【 株 主 資 本 】 【183,558,290】

ソ フ ト ウ ェ ア 29,451,817 資 本 金 50,000,000

電 話 加 入 権 1,350,000 利 益 剰 余 金 133,558,290

 利 益 準 備 金 12,500,000

（投資その他の資産） (319,534,794)  その他 利益 剰余金 121,058,290

投 資 有 価 証 券 196,200,000   別 途 積 立 金 80,000,000

出 資 金 100,000   繰 越 利 益 剰余金 41,058,290

長 期 貸 付 金 10,105,372 【評価・換算差額等】 【54,796,041】

長 期 前 払 費 用 53,888 その他有価証券評価差額金 54,796,041

繰 延 税 金 資 産 47,802,652

差 入 保 証 金 61,027,000

差 入 敷 金 4,245,876

そ の 他 6

純 資 産 合 計 238,354,331

資 産 合 計 1,008,012,354 負 債 ・ 純 資 産 合 計 1,008,012,354



個別注記表 
 

1.重要な会計方針に係る事項に関する注記 

 (1)資産の評価基準及び評価方法 

①その他有価証券  

・時価のあるもの   事業年度の末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は、全部純資産

直入法により処理） 

・時価のないもの   移動平均法による原価法 

 ②たな卸資産の評価基準及び評価方法 

評価基準は原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法により算定） 

・貯蔵品      移動平均法 

 

(2)固定資産の減価償却の方法 

 ①有形固定資産 

定率法（ただし、平成 10年 4月 1日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）については、

定額法） 

 ②無形固定資産 

     定額法 

(3)引当金の計上基準 

    貸倒引当金             債権の貸倒れに備えるため、一般債権については貸倒実績率により、

貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収

不能見込額を計上しております。 

    退職給付引当金         従業員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務の見込

額に基づき、当期末に発生していると認められる額を計上しております。 

    役員退職慰労引当金     役員の退職に伴う退職慰労金の支払に備えるため、内規に基づく期末

要支給見込額を計上しております。 

(4)消費税等の会計処理は、税抜方式によっております。 

(5)追加情報 

 （法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正） 

   「所得税法等の一部を改正する法律」が平成 26年 3月 31日に公布され、平成 26年 4月 1日 

以後に開始する事業年度から復興特別法人税が課されないこととなりました。これに伴い、当 

事業年度の繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用した法定実効税率は、平成 26年 4月 1 

日に開始する事業年度に解消が見込まれる一時差異について、前事業年度の 38.6％から 36.3％ 

に変更されております。 

    その結果、繰延税金資産の金額（繰延税金負債の金額を控除した金額）が、277千円減少し、 

当事業年度に計上された法人税等調整額が 277千円増加しております。 

 

2.当期純損益金額 

 25,826,485円 

  


